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「平成22年度第1回北海道後期高齢者医療広域連合運営協議会」傍聴報告
５月２７日に、道広域連合運営協議会が開かれましたので内容についてお知らせします。

議題は、事業実施概況、納付相談支援事業、健康づくり対策、申請手続き推進事業などです。

《議題１，事業実施概況（抜粋）》
○被保険者数（１０年３月末） ６５８，２０８人 （前年同月比２２，６７０人増）

内、６５～７４才は、３５，２５３人（全体の５．３６％）

○短期保険証・資格証明書交付状況（１０年４月１日）

・短期保険証 ４２０件

・資格証明書 ０件

委員とのやりとり

●被保険者増は、年齢到達が 人とその他 人とあるが、その他は障害認定による増であること。6,322 455
また、減は死亡による者が 人であることが説明された。2,951

《議題３，市町村納付相談支援事業》

収納率の低い「新ひだか町」をモデルにして収納対策をすすめる！
【国の通知】

保険料収納率が比較的低い市町村等において、他の市町村においても今後のとり組みのモデルとなる、地域

の実情を踏まえた滞納者へのきめ細かな納付相談等の効果的な収納対策を企画し、実施する。

【事業内容】

○目的 ・安定的運営を図るため、国の保険者機能強化事業により、広域連合が市町村を選定し、収納対

策に要する費用を補助する。

・選定市町村の収納率向上はもとより、他市町村の収納対策のモデルとなるよう実施状況を公表

し、収納に対する意識の向上を図る

○選定市町村 「新ひだか町」

○選定理由 ・収納率が低く、今後も滞納者・滞納額が増えることが見込まれる。

・専属徴収員の雇用、口座振替の勧奨の強化、滞納処分の強化等、収納率の向上が見込まれ、他

市町村のモデルになると考えられる

○予算 ２，０００，０００円

委員とのやりとり

●滞納処分とは何を指すのか → である。税法上の差し押さえなど

●厚労省の保険料収納対策の趣旨は、きめ細かな納付相談など効果的な対策としているが、この事業はむし

ろ滞納徴収の専属委員の配置や滞納処分など処罰的なものになっているのではないか。

→ あくまでのきめ細かな相談をするということを基本にしている。

●短期保険証は４２０件発行されているが、この方々に対応するのか。

→ 事情を良く聞いて相談しながら収納してもらう。

●保険料の収納率は で極めて高いのに、その上に、さらに収納対策をおこなうのは納得がいかない。99%
→ 国の事業であるから実施したい。

●目的が相談支援事業であるから、相談内容を集約して有効な支援を考える事業とすべきで、国からの交付

金 万円は、そのように有効に使うべきとであると意見を申し上げる。200



《議題４，健康づくり対策》
( )健康診査事業1

・予算～５９１，２８５千円

・実績 受診者数 受診率

Ｈ２０ ３４，６１６人 ５．６２％

Ｈ２１(見込) ６１，４９３人 ９．９８％

( )長寿健康増進事業2
・予算～２２３，３００千円（特別調整交付金事業分： 千円 広域連合独自事業分： 千円）148,300 75,000
・実績 特別調整交付金分 広域連合独自事業分

Ｈ２０ ４０自治体 －

Ｈ２１ ８０ １７７

( )広域連合に保健師を配置する3
・予算～１０，４９１千円

( )健診受診率向上支援事業4
・受診率の高い市町村をモデルとして、受診率の低い市町村を対象に事例研修会や勉強会等を行う。

・予算～７００千円

( )健康管理普及啓発事業5
・ 健康管理ガイド（冊子 」を作成し、健康意識を高め健康の保持増進を図る。「 ）

・予算～６，０００千円

( )レセプトデータ・ネットワーク事業6
・各市町村にレセプト情報を提供し、健康指導・健康管理、医療・疾病分析など各市町村の保健・医療施

策に活用する。

・予算～３６，４００千円

委員とのやりとり

現に通院している者に健診を実施するのはいかがか。●

●健診は、病気の早期発展の上でも大事だ。 年度の受診率が ％というが、低いのではないか。もっ21 9.98
と健診を重視するようなとりくみをすべきである。

●私の場合、主治医からは健診はいらないといわれているが、健診は大事であるから本人の間で決めればい

い。

南空知社保協がまもなく誕生します！
南空知地域（４市５町）の団体・個人が集まって、地域社保協の設立に向けた議論と準備を

すすめていましたが、６月６日に設立します。

南空知社会保障推進協議会設立総会
日時：２０１０年６月６日（日）午後１時３０分～
場所：岩見沢市文化センター 練習室


